
.

発
行
／
山
形
県
尾
花
沢
市
議
会

編
集
／
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

1616117号・令和５年５月１日発行117号・令和５年５月１日発行

発
行
責
任
者

議
長

青
野

隆
一

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委
員
長

鈴
木

清

副
委
員
長

和
田

哲

委
員

塩
原
未
知
子

委
員

星
川

薫

委
員

菅
野

喜
昭

委
員

安
井

一
義

委
員

鈴
木
由
美
子

●あ
●と
●が
●き

残
雪
の
中
、
３
年
ぶ
り

に
母
校
の
入
学
式
に
参
加

で
き
ま
し
た
。
新
一
年
生

の
マ
ス
ク
を
と
っ
た
笑
顔

に
、
春
の
悦
び
と
長
か
っ

た
コ
ロ
ナ
禍
が
遠
い
記
憶

の
よ
う
で
す
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
た
、
編
集
作

業
も
よ
う
や
く
慣
れ
た
頃
、

議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
終

え
一
息
つ
い
て
い
ま
す
。

次
の
号
が
ま
ち
ど
お
し

い
議
会
だ
よ
り
を
め
ざ
し

て
こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ

せ
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

（
塩
原
未
知
子
）

✿

✿

✿✿

✿



令和５年度予算定例会定例会
３ 月３ 月

20232023
か いれ いて い 賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛成成成成成成成成成成成多多多多多多多多多多多数数数数数数数数数数数 新新新新新新新新新新新予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算スススススススススススタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーートトトトトトトトトトト賛成多数 新予算スタート賛成多数 新予算スタート

３
月
定
例
会
は
３
月
２
日
か
ら
20
日
ま
で
の
19
日
間
で
開
か
れ
、
令
和
５
年
度
予
算
の
審
議
に
つ
い
て
は
、

賛
成
12
・
反
対
１
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
補
正
予
算
８
件
、
条
例
の
制
定
お

よ
び
設
定
13
件
、
規
約
に
関
す
る
協
定
や
議
会
案
の
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
可
決
し
、
請
願
１
件
を
採
択

し
ま
し
た
。
最
後
に
、
閉
会
中
の
各
常
任
委
員
会
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
所
管
事
務
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

ででででででででででででで

❸❸ 令和５年５月１日発行・117号令和５年５月１日発行・117号 ❷❷117号・令和５年５月１日発行117号・令和５年５月１日発行

市民の 声を背に議論を尽くした市民の 声を背に議論を尽くした

‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼‼

令和５年度 予算額の一覧 （総額 177億2,508万円）
一般会計 127億4,200万円
特別会計 49億8,308万円

内 訳
国民健康保険事業 20億3,895万円 農業集落排水事業 8,896万円
中央診療所施設勘定 4億1,049万円 介護保険事業 19億4,742万円
簡易水道事業 2億7,462万円 後期高齢者医療保険事業 2億2,264万円

令和４年度 一般会計補正予算 1,519万円追加

※特別会計については、千円単位の四捨五入により実際の予算額と若干異なります。

市
と
受
託
者
間
の
リ

ス
ク
分
担
や
責
任
の

所
在
を
説
明
す
る
な
ど
、
市

民
が
納
得
い
く
財
政
運
営
が

必
要
で
は
な
い
か
。

想
定
外
の
リ
ス
ク
へ

の
対
応
は
必
要
だ
が
、

こ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は

指
定
管
理
者
制
度
と
し
て
望

ま
し
く
な
い
。
今
後
の
在
り

方
も
検
討
し
て
い
く
時
期
だ
。

Ｑ

星
川

薫

みんなが安心して楽しく暮らせるまち

市役所に見立てた車両
が市内92の全集落にやっ
て来る予定で、各種申請
や相談業務が可能に。
秋頃からの実証実験ス
タートが予定されていま
す。

(移動市役所導入事業 1,650万円)
市役所が車でやってくる！ 新規

事業

（スマート申請システム導入事業 396万円）
市役所に行かなくてもＯＫ！ 新規

事業

自宅からでも外出先からでもスマートフォンなどで行政手続きが可
能に。つまり、市役所に行かないで手続きでできるようになります。

若者が住み続けられる未来に向けてのまち

（尾花沢こども未来プラン 419万円）
学ぶ力と豊かな心 新規

事業

学力の向上と社会力の育成のた
め、リーディングスキルテストや
地域学習などを実施。

誰もが魅力を感じるまち

（徳良湖周辺施設整備事業 4,500万円）
花畑から方針変わる

膨大な維持管理費が予想されて
いた「花畑計画」から「インクル
ーシブな緑地など」へ方針転換。
誰もが集う“憩いの場の創出”と

して造成されます。

デジタル技術の活用デジタル技術の活用子育て環境の充実子育て環境の充実

尾花沢ファンの拡大尾花沢ファンの拡大

○：賛成 ×：反対 ／：議長

過去最高額

賛否状況 議第９号

菅野 修一 〇

星川 薫 〇

安井 一義 〇

菅野 喜昭 〇

大類 好彦 〇

小関 英子 〇

伊藤 浩 〇

塩原未知子 ×

鈴木 裕雅 〇

鈴木 清 〇

和田 哲 〇

奥山 格 〇

鈴木由美子 〇

青野 隆一

委託料(指定管理料)の追加

市 株式会社
尾花沢市ふるさと振興公社

785万円

※インクルーシブとは・・・
性別や年齢、人種、障がいの有無など、異なる背景や特性をもつ人々が互いに認め合い、ともに生きること。

主なもの質
疑

令和５年度
尾花沢市一般会計予算

Ａ
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移
動
市
役
所

(鈴
木
由
美
子
)

Q
申
請
や
相
談
受
付
の

た
め
、
各
地
域
の
公
民
館

に
出
向
く
な
ら
新
規
車
両

を
導
入
し
な
く
と
も
、
パ

ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

持
参
し
、
既
存
の
公
用
車

で
移
動
可
能
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
依
頼
者
の
自
宅
に

個
別
訪
問
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
以
前
か
ら
「
移

動
ス
ー
パ
ー
」
を
求
む
声

は
あ
る
が
、
市
民
の
声
は

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
秋
頃
か
ら
実
証
実
験

を
開
始
し
、
市
民
の
ニ
ー

ズ
を
探
っ
て
い
く
。

総括質疑

市民生活に寄りそう 予算に
令和５年度 予算特別委員会

３月８日に、全議員で構成する予算特別委員会が設置
され、令和５年度予算(案)を慎重に審査しました。
その過程で、翌日の３月９日～10日の２日間にわたり、
本議場において約360分間の活発な総括質疑が行なわれ
ました。

(奧
山

格
)

Q
２
０
２
２
年
産
米
の

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
「
は

え
ぬ
き
」
は
Ａ
で
、
米
の

概
算
払
い
価
格
に
影
響
す

る
の
で
は
な
い
か
。
特
Ａ

徳良湖スノーランド徳良湖スノーランド

徳
良
湖ス

ノ
ー
ラ
ン
ド

(星
川

薫
)

Q
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
も
必
ず

増
え
て
く
る
。
ス
ノ
ー
モ

ー
ビ
ル
や
バ
ギ
ー
の
有
料

だ
け
で
な
く
、
命
名
権
や

観
光
パ
ッ
ク
な
ど
、
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

A
今
シ
ー
ズ
ン
も
タ
イ

の
バ
ス
ツ
ア
ー
が
立
ち
寄

(安
井
一
義
)

Q
機
能
別
消
防
団
員
制

度
の
内
容
は
ど
う
か
。

A
特
定
の
活
動
を
担
う

団
員
で
あ
る
。
消
防
団
の

条
例
定
数
に
含
ま
れ
同
じ

保
証
が
受
け
ら
れ
消
防
団

組
織
の
一
層
の
強
化
が
図

(大
類
好
彦
)

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
補
助
金
で
、
30

％
プ
レ
ミ
ア
ム
分
に
な
っ

て
い
た
が
、
来
年
度
は
、

元
の
15
％
プ
レ
ミ
ア
ム
分

に
戻
す
の
か
。
20
％
位
に

で
き
な
い
か
。

A
令
和
５
年
度
の
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
プ
レ

ミ
ア
ム
率
を
15
％
と
考
え

て
い
る
。
数
を
増
や
す
な

ど
、
今
後
の
状
況
な
ど
を

考
え
て
検
討
し
た
い
。

(鈴
木
裕
雅
)

Q
中
小
規
模
の
農
家
が

儲
か
る
農
業
経
営
を
行
う

た
め
の
ス
マ
ー
ト
農
業
と

(伊
藤

浩
)

Q
機
能
別
消
防
団
制
度

の
導
入
は
、
日
中
団
員
が

不
在
に
な
る
と
い
う
大
き

な
課
題
の
解
決
策
で
あ
り
、

新
年
度
の
募
集
結
果
が
今

後
の
消
防
行
政
に
大
き
く

影
響
す
る
。
各
地
区
の
区

長
さ
ん
や
消
防
団
員
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、
広
く
募

集
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

A
団
員
不
足
を
補
う
た

め
に
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
事
業
を
進
め

ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

(塩
原
未
知
子
)

Q
目
標
寄
附
者
対
応
委

託
料
(３
千
207
万
円
)業
務

委
託
料
(５
千
346
万
円
)管

理
料
負
担
割
合
が
多
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
。

A
ポ
ー
サ
ル
サ
イ
ト
Ｓ

Ｅ
Ｏ
対
策
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
寄

附
者
メ
ル
マ
ガ
業
務
や
新

規
返
礼
品
の
開
発
な
ど
を

委
託
し
て
い
る
。

今
後
寄
附
額
の
増
額
を

目
指
し
強
化
し
て
い
く
。

(小
関
英
子
)

Q
自
主
防
災
会
組
織
の

資
機
材
購
入
事
業
と
向
上

支
援
事
業
の
利
用
は
何
件

あ
る
か
。
ま
た
、
地
域
間

や
市
全
体
の
連
携
は
図
ら

れ
て
い
る
か
。

A
自
主
防
災
会
は
92
組

織
あ
り
、
資
機
材
購
入
事

業
12
件
、
向
上
支
援
事
業

４
件
を
行
っ
て
い
る
。
常

盤
地
区
の
先
進
事
例
を
、

今
後
は
他
地
区
で
も
考
え

て
い
き
た
い
。
市
全
体
の

連
携
も
検
討
し
て
い
く
。

図
書
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

(和
田

哲
)

Q
本
を
借
り
て
も
借
り

な
く
て
も
、
誰
も
が
立
ち

寄
り
た
く
な
る
図
書
館
が

必
要
だ
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
目
的
と
規
模
に
つ
い
て

伺
う
。

A
図
書
館
が
も
っ
と
に

(鈴
木

清
)

Q
県
内
三
番
目
の
補
聴

器
助
成
制
度
の
創
設
だ
が
、

要
件
の
｢18
歳
以
上
｣｢所

得
制
限
な
し
」
は
ど
ん
な

考
え
か
。
周
知
は
ど
う
行

う
か
。

A
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

若
者
の
イ
ヤ
ホ
ン
難
聴
が

に
あ
げ
る
方
策
は
何
か
。

A
作
付
け
が
多
い
主
力

品
種
で
あ
る
｢は
え
ぬ
き
」

の
食
味
の
評
価
は
、
米
の

概
算
金
に
影
響
す
る
。
特

Ａ
に
あ
げ
る
方
策
と
し
て
、

肥
培
管
理
の
営
農
指
導
体

制
を
強
化
し
、
チ
ラ
シ
を

配
布
し
て
農
家
に
肥
培
管

理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

食
味
を
向
上
さ
せ
る
に
は

含
有
蛋
白
量
が
影
響
す
る

の
で
、
適
期
刈
取
に
つ
い

て
力
を
入
れ
広
報
し
て
い

る
。

は
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
か
。

A
良
好
な
経
営
が
成
り

立
つ
こ
と
を
前
提
と
し
て

い
る
。
今
後
は
機
械
の
共

同
利
用
な
ど
も
考
え
ら
れ

る
た
め
、
人
農
地
プ
ラ
ン

を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
中

で
集
落
営
農
組
織
、
共
同

経
営
体
で
の
機
械
の
共
同

利
用
が
加
速
し
、
中
小
規

模
の
農
家
へ
も
利
益
が
生

じ
る
と
考
え
る
。

◎
議

長

青
野
隆
一

◎
予
算
特
別
委
員
長

菅
野
修
一

２
名
は
役
職
上
、
質
疑

は
で
き
ま
せ
ん
。

る
な
ど
、
認
知
度
も
上
が

っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
命
名
権
に
つ
い
て
は
、

制
度
の
理
解
も
含
め
検
討

す
る
。
ま
た
、
今
シ
ー
ズ

ン
観
光
パ
ッ
ク
を
実
験
的

に
行
っ
た
結
果
を
基
に
、

質
の
高
い
観
光
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
を
図
る
。

健
康
増
進
事
業
費

(菅
野
喜
昭
)

Q
重
粒
子
線
が
ん
治
療

助
成
費
補
助
金
62
万
８
千

円
の
内
訳
は
。

A
重
粒
子
線
が
ん
治
療

費
の
一
部
に
つ
い
て
の
助

成
で
、
そ
の
対
象
と
な
る

の
は
肺
が
ん
な
ど
７
種
類

と
な
っ
て
い
る
。
予
算
額

の
62
万
８
千
円
は
、
重
粒

子
線
照
射
費
用
314
万
円
の

２
割
と
し
、
１
件
分
を
見

込
ん
で
い
る
。

あ
る
た
め
18
歳
以
上
と
し
、

非
課
税
世
帯
だ
け
で
な
く

市
民
す
べ
て
を
対
象
と
し

た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

り
広
く
周
知
し
た
い
。

(1/4
助
成
、
上
限
２
万
円
)

ぎ
わ
い
、
ま
た
学
生
の
学

習
の
場
と
し
て
も
っ
と
活

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

誰
も
が
心
地
よ
く
滞
在
で

き
る
図
書
館
を
目
指
し
た

い
。
大
規
模
改
修
よ
り
も

空
間
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
考
え
て
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
た
い
。

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ

機
能
別
消
防
団

ら
れ
る
。
装
備
は
活
動
服
、

法
被
、
安
全
帽
、
編
み
上

げ
靴
、
防
塵
メ
ガ
ネ
、
作

業
手
袋
、
雨
衣
で
あ
る
。

消防演習消防演習

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

難
聴
者
補
聴
器

自
主
防
災
会

悠美館悠美館

儲
か
る
農
業

て
行
き
た
い
。
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３
月
23
日
、
村
山
市
議
会
議
場
に
て

定
例
会
を
開
催
し
、
令
和
５
年
度
一
般

会
計
予
算
９
千
200
万
円
、
関
係
市
町
負

担
金
、
教
育
委
員
の
任
命
、
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
４

議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。

令
和
５
年
度
の
３
市
１
町
の
負
担
金

は
次
の
通
り
。（
本
市
負
担
率
18
・
６

％
)３

月
23
日
定
例
会
を
開
催
し
、
令
和

５
年
度
一
般
会
計
予
算
の
ほ
か
、
令
和

４
年
度
補
正
予
算
及
び
令
和
４
年
度
水

道
事
業
会
計
の
資
本
金
剰
余
金
の
処
分

並
び
に
尾
花
沢
市
の
条
例
を
準
用
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
の
12
案
件
を
可
決
し
た
。

な
お
、
尾
花
沢
市
の
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
、
組
合
の
管
理
職
は

こ
れ
ま
で
、
事
務
局
長
だ
け
で
あ
っ
た

が
、
組
合
の
中
か
ら
統
括
課
長
の
職
務

に
あ
た
る
管
理
職
を
置
く
も
の
。

広域組合議会の報告広域組合議会の報告広域組合議会の報告

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会
第
１
回

定
例
会
が
令
和
５
年
３
月
24
日
東
根
市

議
会
議
場
で
開
催
さ
れ
、
令
和
５
年
度

組
合
事
業
会
計
予
算
な
ど
７
議
案
が
上

程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し

閉
会
し
た
。

令
和
５
年
度
組
合
事
業
会
計
予
算
は
、

尾
花
沢
市
大
石
田
町
環
境

衛
生
事
業
組
合
議
会

北
村
山
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会

福祉・農業
産業・道路
保健・医療など

第２
分科会

予算特別委員会には、３月10日に２つの分科会が設置されました。令和５年
度予算(案)についてより詳細な審査が行われ、委員からは活発な質疑や意見が
出されました。
その内容は詳細かつ膨大なため、その過程における質疑や意見、これらに対

する当局の答弁を踏まえ、特筆すべきものについて分科会委員長より報告があ
りました。その一部をお伝えします。｢尾花沢公式ホームページ」➡「市議会｣

尾花沢市ホームページまたは左記のＱＲコード
より、会議録全文と動画全編をご覧いただけます。

雪
対
策
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
費

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
、
環

境
学
習
は
学
校
と
市
民
も
参
加
で
き
る
場
を
要
望
。

社
会
福
祉
総
務
費

地
域
の
見
守
り
や
共
助
に
欠
か
せ
な
い
民
生
委

員
児
童
委
員
の
欠
員
解
消
の
た
め
、
区
長
及
び
関

係
者
と
の
連
携
を
了
承
。

保
育
所
費

保
育
施
設
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
保

育
日
誌
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
登
降
園
管
理
ア
プ
リ

の
導
入
で
職
員
の
事
務
負
担
を
軽
減
し
、
園
児
に

良
質
な
保
育
を
行
う
こ
と
を
了
承
。

保
健
衛
生
総
務
費

電
子
母
子
健
康

手
帳
導
入
事
業
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
を
活
用
し
子
ど

も
の
成
長
記
録
や

市
か
ら
の
子
育
て

情
報
を
受
け
取
れ

る
な
ど
、
早
期
実

施
を
要
望
。

健
康
増
進
事
業
費

健
康
講
座
の
市
内
温
泉
施
設
で
の
開
催
や
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
な
ど
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
取
り
組

み
を
要
望
。

農
業
振
興
費

新
規
就
農
者
育

成
総
合
対
策
事
業

を
始
め
、
儲
か
る

農
業
支
援
事
業
等

の
就
農
者
支
援
の

継
続
を
要
望
。

観
光
費

徳
良
湖
周
辺
設
備
事
業
は
、
有
識
者
の
意
見
と

将
来
の
維
持
管
理
と
徳
良
湖
全
体
を
考
慮
し
た
整

備
を
要
望
。

道
路
維
持
費

除
雪
箇
所
及
び
丹
生
川
橋
周
辺
の
交
通
渋
滞
解

消
の
た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
活
用
の
検
討
を
要
望
。

公
園
費

公
園
は
、
冬
期
間
は
雪
置
き
場
に
使
用
し
て
い

る
が
、
防
災
機
能
の
観
点
か
ら
水
道
・
ト
イ
レ
の

通
年
使
用
を
要
望
。

中
央
診
療
所
施
設
勘
定

持
続
可
能
な
診
療
体
制
維
持
の
た
め
、
正
職
員

看
護
師
の
人
材
確
保
を
要
望
。

介
護
保
険
特
別
会
計

第
９
期
介
護
事
業
計
画
策
定
業
務
委
託
は
「
医

療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
」
を
包

括
的
な
計
画
策
定
で
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
。

分科会
第１

税金・財政
くらし・教育
災害・消防など

に
、
よ
り
魅
力
的
な
返
礼
品
の
検
討
に
努
め
ら
れ

る
よ
う
要
望
。

消
防
施
設
費

消
防
団
小
型
ポ
ン
プ

購
入
に
つ
い
て
詳
細
な

説
明
が
あ
り
、
こ
れ
を

了
承
し
た
が
、
今
後
、

消
防
団
員
の
確
保
と
並

行
し
、
ポ
ン
プ
運
搬
に

係
る
負
担
軽
減
の
た
め
、

軽
積
載
車
の
導
入
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
要
望
。

教
育
費

お
も
た
か
奨
学
金
基
金
積
立
金
に
つ
い
て
、
本

市
に
５
年
間
滞
在
し
、
そ
れ
ま
で
滞
り
な
く
奨
学

金
を
償
還
し
て
い
る
人
を
対
象
に
償
還
支
援
を
行

う
旨
の
説
明
を
受
け
、
こ
れ
を
了
承
。

学
校
建
設
費

測
量
設
計
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
用
地
測
量

や
基
本
設
計
、
学
校
用
地
造
成
に
係
る
実
施
設
計

な
ど
の
委
託
料
で
あ
る
旨
詳
細
な
説
明
を
受
け
、

こ
れ
を
了
承
し
た
が
、
よ
り
良
い
学
校
施
設
の
整

備
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
。

文
化
体
育
施
設
管
理
費

工
事
請
負
費
に
つ
い

て
、
ア
リ
ー
ナ
の
屋
根

塗
装
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
の
温
度
調
整

機
器
の
修
繕
な
ど
を
行

う
旨
の
説
明
を
受
け
、

こ
れ
を
了
承
。

委 員 長 奥山 格委 員 長 奥山 格
副委員長 鈴木 裕雅副委員長 鈴木 裕雅

委 員 長 小関 英子委 員 長 小関 英子
副委員長 伊藤 浩副委員長 伊藤 浩

広
報
費

今
後
市
報
は
月
１
回
の
発
行
と
な
る
が
、
紙
面

に
工
夫
を
凝
ら
す
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
よ

う
要
望
。

企
画
調
整
費

移
動
市
役
所
実
証
事
業
は
、
実
証
試
験
を
経
な

が
ら
、
本
市
に
適
し
た
事
業
を
目
指
し
て
い
く
旨

の
説
明
を
受
け
、
こ
れ
を
了
承
し
た
が
、
今
後
も

住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み
続
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
よ
う
要
望
。

路
線
バ
ス
運
行
費

備
品
購
入
費
に
つ
い
て
、
安
全
か
つ
機
能
的
な

バ
ス
の
導
入
を
望
む
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
購
入

の
際
は
よ
く
検
討
さ
れ
る
よ
う
要
望
。

防
災
対
策
費

会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬
に
つ
い
て
、
新
た
に

地
域
防
災
専
門
員
を
配
置
す
る
旨
の
詳
細
な
説
明

を
受
け
、
こ
れ
を
了
承
。

ふ
る
さ
と
尾
花
沢
応
援
基
金
事
業
費

基
金
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
こ
れ
を

了
承
し
た
が
、
今
後
は
、
事
業
の
運
営
体
制
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
ス
イ
カ
、
牛
肉
、
米
を
中
心

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

病
床
数
300
床
で
年
間
の
入
院
患
者
数
を

７
万
６
千
860
人
、
外
来
患
者
数
10
万
１

千
331
人
と
見
込
み
、
病
院
事
業
収
益
を

５
４
億
千
833
万
円
、
病
院
事
業
費
用
を

59
億
４
千
118
万
円
と
し
た
。

市町村 負 担 金

尾花沢市 1,570万円

村 山 市 2,568万円

東 根 市 3,355万円

大石田町 953万円

合 計 8,447万円

市町村 負 担 金

尾花沢市 １億3,245万円

村 山 市 ２億7,449万円

東 根 市 ４億9,590万円

大石田町 5,964万円

合 計 ９億6,248万円

３月10日(金)～14日(火)３月10日(金)～14日(火)３月10日(金)～15日(水)３月10日(金)～15日(水)

小型消防ポンプ小型消防ポンプ

文化体育施設文化体育施設

自動農薬散布機自動農薬散布機

デジタルこども手帳 てくてくデジタルこども手帳 てくてく



◎
尾
花
沢
市
徳
良
湖
面
利
用
施

設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

質
疑

塩
原
未
知
子

提
案
理
由
中
に
「
市
民

が
」
と
あ
る
が
市
外
の

利
用
が
多
い
が
、
い
か
が
か
。

湖
面
使
用
料
金
に
は
、
水
難

事
故
な
ど
の
保
険
料
を
含
む
を

削
る
と
あ
る
が
、
安
全
管
理
は

ど
う
し
て
い
く
の
か
。

広
く
市
民
（
団
体
・
個

人
）
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
。
保
険
対
応
は
施
設

賠
償
保
険
で
対
応
可
能
と
考
え

て
い
る
。
事
故
対
応
は
消
防
・

警
察
と
連
携
し
て
行
う
。

❾❾ 令和５年５月１日発行・117号令和５年５月１日発行・117号 ❽❽117号・令和５年５月１日発行117号・令和５年５月１日発行

賛否状況
菅
野

修
一

星
川

薫

安
井

一
義

菅
野

喜
昭

大
類

好
彦

小
関

英
子

伊
藤

浩

塩
原
未
知
子

鈴
木

裕
雅

鈴
木

清

和
田

哲

奥
山

格

鈴
木
由
美
子

青
野

隆
一

議第20号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

○：賛成 ×：反対 ／：議長

臨時会臨時会
２ 月２ 月

出産・子育て、除雪に全力２月２日

問答

請

願

令
和
５
年
請
願
第
１
号

◎
｢市
道
Ⅲ－
４
６
９
号
道
路
舗
装
整
備

に
関
す
る
請
願
｣

丹
生
第
１
地
区
の
市
道
Ⅲ－

４
６
９
号

は
、
圃
場
整
備
と
併
せ
て
約
40
年
前
に
整

備
さ
れ
た
道
路
で
あ
る
。
現
在
は
敷
砂
利

の
道
路
に
な
っ
て
お
り
、
路
面
の
損
傷
が

著
し
く
悪
路
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
の
11
月
に
地
区
民
が
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
で
当
該
市
道
を
通
行
中
、
道
路

の
凹
凸
に
タ
イ
ヤ
が
は
ま
り
横
転
す
る
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。

再
発
防
止
に
向
け
、
地
区
民
の
兼
ね
て

か
ら
の
要
望
で
あ
る
。
早
急
な
舗
装
整
備

の
促
進
に
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

●
請
願
者

丹
生
第
一
区
長

早
坂
哲
太
郎

●
紹
介
議
員

大
類

好
彦

●
付
託

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

●
審
査
の
結
果

全
会
一
致
で
採
択

一般会計補正予算主なもの

冬期間の公立保育所の適正管理に資するため増額補正するもの。
除排雪・雪下ろし委託料(福祉課)193万円

冬期間の公共施設の適正管理に資するため増額補正するもの。
除排雪・雪下ろし委託料(商工観光課)261万円

孤立感や不安を抱く妊婦・子育て家庭を支援するため。

出産・子育て応援交付金事業(健康増進課)

621万円

今後の降雪の状況により除排雪経費の不足が見込まれることから
増額補正するもの。

除排雪経費(建設課)2億5,000万円

意
見
書

審

議

◎
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見

直
し
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

農
林
水
産
省
か
ら
、
令
和
４
年
度
か

ら
５
年
間
に
一
度
も
水
を
張
ら
な
い
水

田
は
、
交
付
金
の
対
象
か
ら
除
外
す
る

と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
今
年

に
入
り
、
畑
地
化
促
進
事
業
も
展
開
さ

れ
、
多
く
の
方
々
か
ら
は
周
知
不
足
と

の
声
や
今
後
の
経
営
に
関
す
る
不
安
の

声
が
大
き
く
、
農
業
経
営
の
見
通
し
や

営
農
計
画
が
立
て
ら
れ
な
い
な
ど
の
深

刻
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
農
家
の
安
定
し
た
経
営

を
支
え
る
た
め
、
下
記
の
措
置
を
講
じ

ら
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

記

１

畑
地
化
支
援
・
定
着
促
進
支
援
に

つ
い
て
は
、
希
望
す
る
す
べ
て
の

農
家
が
支
援
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

２

い
つ
『畑
地
化
』を
申
請
す
る
か
に

つ
い
て
は
、
『水
張
り
』と
同
様
に

議
会
案
第
２
号

第
20
号

令和４年４月以降出産された方、および妊娠届出をした方を対象に、妊
娠届出時「出産応援ギフト(５万円）」出生届～乳幼児間まで「子育て応援
ギフト(５万円）」をさかのぼって支給する。

採択採択

可決可決

令
和
８
年
ま
で
選
択
で
き
る
よ
う

制
度
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

３

豪
雪
地
帯
に
つ
い
て
は
、
積
雪
期

間
を
『１
か
月
以
上
の
た
ん
水
管

理
』と
み
な
す
な
ど
条
件
不
利
地
へ

の
特
例
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

４

土
地
改
良
区
決
済
金
支
援
に
つ
い

て
は
、
畑
地
化
に
よ
っ
て
土
地
改

良
区
の
運
営
に
支
障
が
出
な
い
よ

う
十
分
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

５

米
価
に
つ
い
て
は
、
生
産
コ
ス
ト

を
下
回
ら
な
い
よ
う
な
経
営
安
定

化
対
策
を
講
じ
て
、
農
業
の
担
い

手
を
確
保
す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。



伊
藤

浩
議
員

い
と
う

ひ
ろ
し

国
の
新
た
な
農
業
政
策
と
し
て
、

国
産
需
要
が
高
ま
る
麦
や
大
豆

の
本
作
化
に
向
け
た
「
水
田
の
畑
地
化

促
進
事
業
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
事
業
の
概
要
を
ど
う
と
ら
え
、
本
市

の
農
業
政
策
に
ど
う
展
開
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

国
で
は
現
在
、
麦
や
大
豆
の
作

付
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
お
り
、
こ
の
事
業
は
本
市
に

お
い
て
も
、
ま
と
ま
っ
た
規
模
で
、
野

菜
な
ど
の
高
収
益
作
物
や
蕎
麦
な
ど
の

畑
作
物
栽
培
に
取
り
組
む
農
業
者
に
と

っ
て
は
効
果
的
な
事
業
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

ま
た
、
本
事
業
は
団
地
化
さ
れ
た
畑

地
を
形
成
す
る
事
も
要
件
と
な
っ
て
お

り
、
該
当
し
な
い
地
域
も
出
て
く
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
よ
り
多
く
の
農
業
者

が
今
後
も
継
続
し
て
営
農
で
き
る
よ
う

塩
原
未
知
子

① 小学校廃校が与える影響と各地区の
まちづくり

② 持続可能なこれからの雪対策
３ 銀山温泉を核に市内全体の観光をどう
活性化していくのか

４ ふるさと納税
⑤ 新市長が最優先に取り組む事業は何か

菅

野

修

一

① 市長の年頭の挨拶で発信した新事業を伺う

② 奮い立つ農業政策

３ ｢尾花沢伝統の匠｣認定制度と支援内容
の研究

鈴

木

清

① コロナ禍３年、子育て支援の拡充を

② コロナ禍３年、国保料(税)の負担軽減を

奥

山

格

１ 交通危険箇所の事故防止対策

２ 電気自動車の急速充電スタンド

③ 物価高騰の市民生活への影響

４ 高齢者思いやりタクシー券

伊

藤

浩

① 農業を取り巻く問題

２ 間口除雪体制の強化

鈴
木
由
美
子

① 学園構想に関わる統合小学校建設

② 廃校となる学校の利活用

③ 若者が住み続けられる街づくり

４ パレットスクエアの跡地利用

安

井

一

義

① 都市計画の見直し

② 空き家の活用

小

関

英

子

① 徳良湖周辺の安心安全対策と活用拡大

② 銀山温泉の安心安全を守る対策

③ リトルベビーハンドブックの取り組み

◯囲み数字が掲載
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一般質問一般質問

な
支
援
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
よ
う
に
、
中
山
間
の
農

地
が
多
い
地
域
で
は
、
該
当
し

な
か
っ
た
農
地
が
将
来
的
に
荒
廃
化
す

る
事
が
懸
念
さ
れ
る
。
農
業
者
が
今
後

も
安
心
し
て
農
業
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
、
今
後
も
継
続
し
て
国
や
県
に
実
情

を
訴
え
て
い
く
べ
き
で
な
い
か
。

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
守
る
た
め
に
、
市
長
会
な
ど

の
中
で
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
本
市

農
業
の
実
情
や
、
農
地
の
状
況
に
つ
い

て
伝
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ

鈴
木
由
美
子
議
員

す
ず
き

ゆ
み
こ

水
田
の
畑
地
化
促
進
事
業
は
慎
重
に
進
め
る
べ
き
で
な
い
か

水
田
の
畑
地
化
促
進
事
業
は
慎
重
に
進
め
る
べ
き
で
な
い
か

転作された水田

国
、県
に
対
し
て
、今
後
も
本
市
の
実
情
を
伝
え
て
い
く

Ａ問答 水
田
の
畑
地
化
促
進
事
業

問答

小
・
中
学
校
が
同
じ
敷
地
内
に

建
設
さ
れ
る
こ
と
で
、「
お
互

い
が
連
携
し
や
す
く
教
育
環
境
の
充
実

が
図
ら
れ
る
こ
と
」
が
目
的
で
新
た
な

場
所
が
選
定
さ
れ
た
。
現
計
画
で
は
小

学
校
建
設
の
た
め
の
用
地
買
収
を
す
す

め
る
方
針
の
み
で
あ
る
。
全
体
的
な
計

画
が
な
く
、
学
園
構
想
事
業
と
い
え
る

の
か
。

中
学
校
は
財
政
状
況
を
踏
ま
え

統
合
小
学
校
開
校
後
に
併
設
す

る
形
で
整
備
し
て
い
く
。

市
内
に
は
伐
採
適
齢
期
を
迎
え

た
学
校
林
が
あ
る
。
地
元
木
材

の
活
用
で
、
学
習
環
境
の
整
備
や
地
場

産
業
の
振
興
に
努
め
て
頂
き
た
い
が
い

か
が
か
。内

装
や
家
具
・
備
品
な
ど
へ
の

木
材
活
用
を
考
慮
す
る
考
え
で

あ
る
。
学
校
林
の
活
用
が
可
能
か
ど
う

か
も
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

５
つ
の
廃
校
と
な
る
学
校
の
解

体
を
含
め
た
利
活
用
計
画
は
、

統
合
小
学
校
建
設
計
画
と
同
時
進
行
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

公
約
で
も
示
し
た
通
り
、
住
民

や
議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

閉
校
ま
で
に
方
向
を
定
め
る
。

市
長
が
昨
年
か
ら
公
言
し
て
い

る
「
小
・
中
・
高
校
生
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習

に
取
り
組
む
IT
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
事

業
」
に
予
算
が
付
い
て
な
い
が
い
つ
か

ら
取
り
組
む
の
か
。

学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学

習
を
通
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
事
業
内
容
を
検
討
し
、
必
要
に

応
じ
て
予
算
化
し
た
い
。

Ｑ

学
園
構
想
の
中
学
校
建
設
の
見
通
し
は
ど
う
か

学
園
構
想
の
中
学
校
建
設
の
見
通
し
は
ど
う
か

答

建
設
時
期
の
具
体
的
な
計
画
は
ま
だ
な
い

Ａ問答

廃
校
と
な
る
学
校
の
利
活
用

問

問答若
者
が
住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り

問答



塩
原
未
知
子
議
員

し
お
ば
ら

み
ち
こ

菅
野
修
一
議
員

す
が
の

し
ゅ
う
い
ち

安
井
一
義
議
員

や
す
い

か
ず
よ
し

小
関
英
子
議
員

こ
せ
き

え
い
こ

一般質問一般質問
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小
学
校
建
設
予
定
地
が
決
ま
り

都
市
計
画
の
見
直
し
が
必
要
と

考
え
る
。
ど
の
よ
う
に
考
え
進
め
る
の

か
。
ま
た
周
辺
ア
ク
セ
ス
は
ど
う
進
め

る
か
。
周
辺
の
見
直
し
で
公
園
・
え
ほ

ん
の
杜
等
除
雪
は
ど
う
行
う
か
。

計
画
の
見
直
し
は
周
辺
住
民
の

方
々
の
快
適
な
居
住
環
境
空
間

を
維
持
す
る
方
針
と
な
る
。
将
来
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
で
あ
る
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
と
し
た
い
。

ま
た
統
合
小
学
校
建
設
基
本
計
画
の
策

定
状
況
を
踏
ま
え
、
市
民
や
都
市
計
画

審
議
会
な
ど
の
意
見
を
参
考
に
、
県
・

国
と
連
携
し
て
見
直
す
。
除
雪
に
つ
い

て
は
総
合
的
に
進
め
た
い
。

「
空
き
家
を
利
用
し
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
な
ど
が
交
流
イ
ベ

Ｑ

都
市
計
画
見
直
し
の
進
め
方
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か

都
市
計
画
見
直
し
の
進
め
方
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か

快
適
な
居
住
空
間
・
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
づ
く
り
を
考
え
る

Ａ問答

今
後
大
型
事
業
が
相
次
ぐ
。
あ

れ
も
こ
れ
も
は
将
来
負
担
を
考

え
れ
ば
到
底
無
理
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣

言
の
当
市
と
し
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
舵
を
ど
う
切
る
の
か
。

公
共
事
業
に
は
脱
炭
素
へ
の
取

り
組
み
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
活
用
が
必
要
。
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
な
視
点
も
加
味
し
な
が
ら
判
断
し
、

「
統
合
小
学
校
建
設
」「
ご
み
処
理
施

設
の
更
新
」「
消
防
司
令
セ
ン
タ
ー
共

同
運
用
」
な
ど
計
画
通
り
進
め
た
い
。

春
に
は
溶
け
る
雪
だ
が
、
除
雪

費
は
過
去
最
高
約
10
億
円
の
大

台
を
超
え
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
Ａ
Ｉ
を
使
い

排
雪
費
の
抑
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

全
国
に
は
雪
を
１
ト
ン
１
千
円
で
販
売

す
る
自
治
体
や
、
雪
で
発
電
す
る
事
業

な
ど
も
進
ん
で
い
る
。
当
市
で
も
雪
の

活
用
を
も
っ
と
研
究
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
後
も
除
排
雪
経
費
の
抑
制
や

圧
縮
に
努
め
て
い
く
。
雪
の
活

用
は
庁
舎
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
の
雪
冷
房
の

他
、
今
年
の
雪
ま
つ
り
で
は
、
高
校
探

究
部
の
「
雪
と
温
泉
で
温
度
差
発
電
の

取
り
組
み
」
の
発
表
も
あ
り
、
徳
良
湖

温
泉
で
進
め
て
い
き
た
い
。

小
学
校
統
廃
合
は
ま
ち
づ
く
り

に
あ
た
え
る
影
響
が
大
き
い
。

各
地
区
の
話
し
合
い
は
ど
う
す
す
め
る

の
か
。
建
設
候
補
地
の
比
較
評
価
で
高

得
点
と
な
っ
た
予
定
地
は
旧
亜
炭
鉱
跡

が
心
配
だ
。
安
心
安
全
な
環
境
が
最
優

先
で
は
な
い
か
。

予
定
地
は
今
後
地
質
調
査
を
行

う
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
め
ざ
し
今
後
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
見
直
し
す
る
。

各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
早
い
段
階
か

ら
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ

市
長
が
最
優
先
に
取
り
組
む
事
業
は
何
か

市
長
が
最
優
先
に
取
り
組
む
事
業
は
何
か

答

限
り
あ
る
財
源
の
中
、
判
断
し
進
め
て
い
く

Ａ問答
持
続
可
能
な
雪
対
策
を

問

問答

徳
良
湖
畔
で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
犬
な
ど
ペ
ッ

ト
の
散
歩
を
楽
し
む
方
が
多
く
い
る
。

ペ
ッ
ト
の
ノ
ー
リ
ー
ド
散
歩
は
ル
ー
ル

違
反
、
ど
う
対
策
を
行
う
か
。

守
る
べ
き
ル
ー
ル
を
表
記
し
た

看
板
を
設
置
し
周
知
を
図
る
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
、
今
後
交
流

人
口
の
増
加
が
み
こ
ま
れ
る
。

治
安
対
策
で
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
予
定

は
あ
る
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
必
要
性
、
場
所

も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

今
冬
季
の
豪
雪
で
交
通
困
難
の

事
案
が
起
き
た
が
ど
う
対
策
を

行
う
か
。物

損
事
故
４
件
、
人
身
事
故
１

件
発
生
し
、
３
件
の
物
損
事
故

は
冬
季
間
に
発
生
、
今
年
度
か
ら
県
と

連
携
し
日
中
除
雪
も
行
っ
て
い
る
。

温
泉
街
に
は
２
台
の
防
犯
カ
メ

ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
駐

車
場
付
近
に
も
防
犯
カ
メ
ラ
が
必
要
で

は
な
い
か
。

地
元
警
察
と
連
携
し
安
全
対
策

を
行
っ
て
い
る
。
関
係
者
と
検

討
し
て
い
く
。

現
在
の
母
子
手
帳
は
、
出
生
体

重
１
千
グ
ラ
ム
未
満
の
赤
ち
ゃ

ん
の
発
育
曲
線
グ
ラ
フ
な
ど
活
用
し
に

く
い
様
式
と
な
っ
て
い
る
。
ど
う
対
応

し
て
い
く
か
。

山
形
県
と
し
て
、
リ
ト
ル
ベ
ビ

ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
。
13
市
で
構
成
さ

れ
て
い
る
山
形
県
市
長
会
に
要
望
し
て

い
く
。

Ｑ

徳
良
湖
周
辺
の
防
犯
対
策
の
強
化
を
す
べ
き

徳
良
湖
周
辺
の
防
犯
対
策
の
強
化
を
す
べ
き

答

ル
ー
ル
を
表
記
し
た
看
板
を
設
置
し
周
知
す
る

Ａ問答問

問答 リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

銀
山
温
泉
の
安
全
対
策

デ
ジ
タ
ル
化
の
事
業
、
内
容
、

ね
ら
い
と
す
る
効
果
を
伺
い
た

い
。

市
民
誰
も
が
わ
か
り
や
す
く
、

書
類
の
記
入
を
簡
略
化
す
る

「
書
か
な
い
窓
口
」
や
、
自
宅
や
外
出

先
か
ら
で
も
行
政
手
続
き
が
で
き
る

「
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
」
の
導
入
を
計
画

し
て
い
る
。
だ
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
、
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
人
と
受
け
ら

れ
な
い
人
の
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
も

重
要
な
の
で
、「
ス
マ
ホ
教
室
」
を
継

続
す
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
端
末
に
不

慣
れ
な
方
や
移
動
手
段
を
持
た
な
い
高

齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
移
動
市

役
所
」
導
入
を
図
る
。
こ
れ
は
通
信
機

器
な
ど
を
搭
載
し
た
車
両
が
各
集
落
に

出
向
く
こ
と
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
可
能
と
な
る
。
試
行
実
証
期
間
を
設

け
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
課
題
を
洗

い
出
し
、
本
市
に
合
っ
た
政
策
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
く
。
そ
し
て
、
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
行
き
た
い
。

令
和
４
年
度
も
生
産
材
高
騰
に

よ
る
生
産
コ
ス
ト
を
賄
え
な
い

米
価
で
あ
る
。
こ
の
状
況
で
は
水
田
農

業
の
未
来
は
語
れ
な
い
。
今
国
会
衆
議

院
予
算
委
員
会
で
与
野
党
委
員
か
ら
、

米
価
へ
の
生
産
コ
ス
ト
転
嫁
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。
市
農
業
再
生
協
議
会
と
し

て
、
生
産
費
が
き
ち
ん
と
米
価
に
転
嫁

な
さ
れ
る
制
度
を
検
討
さ
れ
る
よ
う
国

関
係
省
庁
へ
陳
情
し
て
は
い
か
が
か
。

機
会
を
捉
え
て
国
や
県
に
対
し
、

中
山
間
地
域
の
水
田
経
営
の
実

情
を
訴
え
な
が
ら
、
農
業
者
が
将
来
に

希
望
を
持
て
る
支
援
を
訴
え
て
い
き
た

い
。

Ｑ

｢市
役
所
の
デ
ジ
タ
ル
化
｣推
進
は
い
か
に

｢市
役
所
の
デ
ジ
タ
ル
化
｣推
進
は
い
か
に

｢書
か
な
い
窓
口
｣や
｢移
動
市
役
所
｣の
導
入
を
図
る

Ａ問答

答 問 奮
い
立
つ
農
業
は
ま
ず
米
価
だ

都
市
計
画
の
見
直
し

ン
ト
を
行
う
。」
と
あ
る
が
現
在
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
利
活

用
に
つ
い
て
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
管

理
す
る
の
か
。
空
き
家
の
確
認
は
ど
の

様
に
し
て
い
る
の
か
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
応
募
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
控
え
ら
れ

て
い
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

活
用
講
座
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
に
合
わ
せ

た
事
業
を
進
め
る
。
空
き
家
の
管
理
は

防
災
危
機
管
理
課
を
総
合
窓
口
と
し
、

定
住
応
援
課
と
連
携
し
て
進
め
る
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
徳
良
湖
キ
ャ
ン

プ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
１
名
決

定
。
ヨ
ッ
ト
振
興
、
湖
畔
カ
フ
ェ
運
営
、

フ
リ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
枠
で
募
集
し
て
い

る
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
今
年
度
の
成
立

件
数
は
賃
貸
１
件
、
売
買
が
９
件
、
登

録
件
数
は
18
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
13
件

は
新
規
。

空
き
家
対
策

問

問答答

問

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
は

答
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一般質問

コ
ロ
ナ
禍
３
年
が
国
保
税
に
ど

う
影
響
し
て
い
る
か
以
下
質
問

す
る
。
①
一
人
当
た
り
の
額
と
順
位
②

滞
納
世
帯
数
(率
)③
低
所
得
世
帯
の
法

定
軽
減
数
(割
合
)④
子
ど
も
の
均
等
割

を
な
く
せ
な
い
か
⑤
国
保
税
を
下
げ
軽

減
で
き
な
い
か
。

①
13
万
３
千
844
円
で
２
番
目
に

高
水
準
②
211
世
帯
９
・
４
％
③

１
千
223
世
帯
55
％
④
未
就
学
児
の
１
／

２
軽
減
だ
が
一
律
減
免
を
要
望
中
。
⑤

国
の
責
任
に
お
い
て
取
り
組
む
べ
き
も

の
で
あ
り
、
国
保
財
政
の
強
化
を
要
望

し
て
い
る
。

本
市
の
出
生
数
は
、
10
年
前
の

110
人
か
ら
Ｒ
４
年
度
は
46
人
と

急
激
な
少
子
化
を
迎
え
対
策
が
急
務
だ
。

県
内
の
学
校
給
食
の
状
況
は
、
全
額
無

償
は
８
自
治
体
、
４
か
ら
６
ケ
月
無
償

は
３
自
治
体
、
半
額
助
成
は
２
自
治
体

と
進
ん
で
い
る
。
Ｒ
９
年
の
統
合
小
学

校
開
設
に
向
け
、
全
額
無
償
化
を
子
ど

も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
は
ど
う
か
。

児
童
生
徒
数
の
推
移
、
近
隣
自

治
体
の
実
施
状
況
、
財
政
事
情

な
ど
総
合
的
に
判
断
し
対
応
し
た
い
。

Ｑ

鈴
木

清
議
員

す
ず
き

き
よ
し

小
学
校
統
合
時
に
給
食
を
無
償
化
し
て
は
ど
う
か

小
学
校
統
合
時
に
給
食
を
無
償
化
し
て
は
ど
う
か

児
童
数
・
近
隣
の
状
況
・
財
政
な
ど
で
判
断
し
た
い

Ａ問答問

答

電
気
料
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、

食
料
品
、
畜
産
農
家
の
飼
料
、

農
薬
、
外
食
産
業
、
交
通
・
運
輸
産
業

な
ど
の
物
価
の
高
騰
が
市
民
生
活
を
直

撃
し
て
い
る
。
そ
の
影
響
を
ど
う
見
て

い
る
か
。
ま
た
市
の
事
業
に
対
す
る
影

響
と
そ
の
対
策
は
ど
う
か
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
昨

今
の
急
激
な
物
価
高
騰
に
よ
り
、

市
民
生
活
や
企
業
活
動
は
長
期
間
に
わ

た
り
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
。
本

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
支
援
策
を

講
じ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
機
会
を
と

ら
え
、
関
係
機
関
に
対
し
て
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
継
続
を
訴
え
て
い
き
た

い
。物

価
高
騰
が
本
市
の
財
政
運
営
に
及

ぼ
す
影
響
額
に
つ
い
て
施
設
の
、
燃
料

費
・
光
熱
水
費
が
、
令
和
４
年
度
当
初

予
算
と
比
較
し
て
約
３
千
万
円
増
加
し
、

ま
た
環
境
衛
生
事
業
組
合
に
お
け
る
光

熱
水
費
等
の
高
騰
に
伴
う
負
担
金
に
つ

い
て
も
約
２
千
万
円
増
加
す
る
た
め
、

計
約
５
千
万
円
の
増
加
に
な
る
と
と
ら

え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
国
で
は

地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
光
熱
費
高
騰

分
と
し
て
700
億
円
を
計
上
し
、
普
通
交

付
税
算
定
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
ま
た
令
和
５
年
度
予
算
に
お
い

て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及

び
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
予
備

費
」
と
し
て
４
兆
円
を
計
上
さ
れ
て
お

り
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
交
付
さ

れ
た
際
に
は
、
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に
し
な
が

ら
、
情
報
収
集
と
事
業
調
整
に
努
め
た

い
。

Ｑ

奥
山

格
議
員

お
く
や
ま

き
わ
む

物
価
高
騰
対
策
を
ど
う
す
る
の
か

物
価
高
騰
対
策
を
ど
う
す
る
の
か

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で
対
応
し
た
い

Ａ問答 物
価
高
騰
の
市
民
生
活
へ
の
影
響

子
育
て
支
援

国
保
税
の
負
担
軽
減
を

●第二の故郷
母は尾花沢で生まれました。母方の菩提寺は丹生の巣林寺で、毎年、お盆の時期は正厳の親戚宅
で過ごしていました。母は帰るたびに「いつかは尾花沢に帰って暮らしたい」と語っていました。
それを聴いて育ちましたので、自分もいつかは尾花沢に戻って暮らしてみたいと思うようになりま
した。

●尾花沢の魅力
タイトルの「人にやさしく、ゆるやかに暮らす街」は、今回作成した移住希望者向け冊子のタグ
ラインとして用いた尾花沢市のブランド価値を言語化したものです。外から来た人間にとっては、
「暮らしている人達のやさしさ」と「ゆるやかな街の雰囲気」が尾花沢の大切な価値、魅力だと感
じています。

●これからの夢
シビック･プライド(市民の誇り･愛着)の醸成

「ここが大好きな自分たちの街」と誰もが
声を大にして言えるように。尾花沢のアイデ
ンティティである徳良湖をフィールドとして、
みんなでワクワクすることをたくさんおこな
い、次の世代の子どもたちに繋げていく。そ
れには、ひとりがヒーローになるのではなく、
みんながヒーローになることが大切です。み
んなで楽しい尾花沢をつくり上げていきたい
です。

松田
まつだ

明彦
あきひこ

さん (協力隊･移住支援コーディネーター)（山形市出身）

人にやさしく、
ゆるやかに暮らす街


